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教養学部（前期課
程）

「放射線を科学的に理
解する」

主題科目テーマ講
義

放射線に関する様々な分野の科学的知識を身に
つけ、定性的および定量的に正しく判断する能力
を養う。

2011年冬学期

講義スライドは一部
をネット公開予定。
http://radphys4.c.u-
tokyo.ac.jp/~torii/lec
ture/

理科生を主な対象と
するが、意欲のある
文科生も歓迎。

鳥居寛之(torii-
radio@radphys4.c.u-
tokyo.ac.jp), 渡邊雄
一郎(solan@bio.c.u-
tokyo.ac.jp), 小豆川
勝見

教養学部（前期課
程）

　「大震災」の記録・記
憶・表現の可能性—比
較文学比較芸術入門
（仮題）
担当：今橋映子教授

2011年冬学期　全
学自由ゼミナール
（今のところ月曜2
限を予定）

三陸大津波、関東大震災、阪神大震災、東日本
大震災の際に書かれ、記録、表現されてきた文
学、絵画、写真作品などを取り上げ、未来にとって
何が必要で可能なのか、その糸口を共に考え、討
議する。

2011年冬学期
単位履修可能者＝前
期課程学生（理系文
系問わず）

共通テクストを1冊購
入してもらう予定
（詳細未定）

hikaku@fusehime.c.u-
tokyo.ac.jp（比較研究
室アドレスを通して、
ご連絡下さい）

教養学部（後期課
程）

「文化人類学野外実
習実験Ⅰ」

「文化人類学野外実
習実験Ⅱ」

授業科目

後期課程科目「文化人類学野外実習実験」の授
業を、当初の予定を変更し「災害の公共人類学─
─東日本大震災」というテーマで行っている。
東北の被災地に学生を連れて行き、チームとして
調査実習を行うことは考えていないが、学生たち
は夏休みにそれぞれの関心から個別に調査を行
い（夏休み前に調査計画書を出させます）、冬学
期を通して、報告書にまとめることになっている。

夏学期・夏休み・冬学
期

無 -
文化人類学・教授
山下晋司

地震研究所 地震物理学 授業科目(理学部） 適宜、題材として取り上げている。 今年度夏学期 無
履修届け期間は終
わっている。
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